
中小企業の振興と人材の育成等に関する県民会議

令和５年度富山県中小企業振興施策 実施状況

富山県商工労働部

令和５年11月６日（月）

「中小企業の振興と人材の育成、小規模企業の持続的な発展の促進等に関する基本条例」
に基づく主な施策 抜粋
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参考資料１



１ 技術の高度化､商品・ｻｰﾋﾞｽの高付加価値による競争力強化
条例 第10条

1

①パートナーシップ構築推進事業 300万円【５月補正】
県内経済団体が行う適切な価格転嫁の実現に向けた普及啓発等の取組に対して支援

・申請のあった４団体に交付決定済み 240万円
商工連 ７月セミナー、９月フォーラム開催
中央会 ７月研修会開催

中央会 10月～２月研修会開催
経 協 12月セミナー開催、 同友会 １月セミナー開催

進捗状況

効果・今後の予定

にご連絡ください。 （1）適切な価格転嫁の実現に向けた支援

《 これまでの取組み状況 》

・R５．２．22
「富山県中小企業の振興と人材の育成等に関する県民会議」において、県 商工会議所連合会の庵会長からの

提案により、経済５団体が共同で適切な価格転嫁の推進を呼びかけることに合意し、国、県等の賛同のもと、
「パートナーシップ構築宣言」の普及を推進。各団体のホームページや広報誌などで会員企業へのＰＲ活動を実施

・R５．６．20～８．18
「パートナーシップ構築宣言」の登録を優先採択要件とした、「県中小企業ビヨンドコロナ補助金」第４次募集

・Ｒ５．10．31

県内の「パートナーシップ構築宣言」登録企業数 800 社

※ ２/22時点の211社から大きく増加。さらなる機運醸成に取り組む

「パートナーシップ構築宣言」
ロゴマーク

パートナーシップ構築推進フォーラム



１ 技術の高度化､商品・ｻｰﾋﾞｽの高付加価値による競争力強化
条例 第10条

2

①中小企業ビヨンドコロナ補助金 10億円【R4:11月補正】+５億円【２月補正】+10億円【５月補正】
中小企業等の労働生産性の向上や、省エネ、省資源対策などの意欲的な取組みを支援

優れた省エネ設備のイメージ
（資源エネルギー庁資料より抜粋）

・第３次募集：令和５年２月20日～令和５年３月20日（一部枠は～４月21日まで）
・第４次募集：令和５年６月20日～令和５年８月18日（一部枠は～８月31日まで）
・申請金額：第３次募集36.1億円、第４次募集27.0億円、合計55.7億円

（重複分7.4億円を除く）

・物価高騰の影響に対応した意欲的な取組みが数多くみられた。

進捗状況

効果・今後の予定

にご連絡ください。

・第１次募集：令和５年６月28日～令和５年７月31日

・交付決定数：54件、155,543千円

・速やかな価格転嫁が難しい中小企業（大規模商業施設のテナント等を含む）のエ
ネルギー価格高騰にかかる影響緩和
・政府の経済対策を踏まえ、今後の対応を検討

②中小企業特別高圧電気料金負担軽減支援事業 ３億5,600万円【５月補正】
国の負担軽減策の対象外となっている特別高圧電力契約で受電する中小企業を支援

進捗状況

効果・今後の予定

（2）エネルギー・物価高騰の影響を受ける事業者への支援

補助金チラシ



１ 技術の高度化､商品・ｻｰﾋﾞｽの高付加価値による競争力強化
条例 第10条

3

①ものづくり産業未来戦略改定事業 750万円
ものづくり産業を取り巻く新たな環境を踏まえ、現行の「新・富山県ものづくり産業未来戦略」を見直し

・検討会議及び作業部会を開催し、改定の方向性について議論
・企業ｱﾝｹｰﾄやﾋｱﾘﾝｸﾞを実施し、ものづくり産業を取り巻く情勢変化や各種課題を整理

・本県の強みである優れた技術や産業集積を活かしながら、国内外から投資や人材
が集まる戦略とし、本県のものづくり産業のさらなる成長・発展を目指す

進捗状況

効果・今後の予定

にご連絡ください。

・第１次募集：令和５年７月６日～令和５年８月31日（12件を採択）
・第２次募集：令和５年９月14日～令和５年10月31日

管理システムの導入による物流生産性向上に資する事業や、女性用休養室の設
置による環境整備の取組みなどを申請いただいた。

②物流効率化支援事業 2,200万円【６月補正】
2024年問題に備え、県内物流事業者、荷主事業者等が行う、物流生産性向上や担い手確保・女性活躍のための環境整備の取組みを支援

進捗状況

効果・今後の予定

（3）社会情勢の変化に応じた支援

第1回富山県ものづくり産業未来戦略検討会議

補助金（第2次募集）チラシ
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条例 第11条

２ 成長発展が期待される新たな産業の創出等

（1）産学官連携による産業創出の支援
①アルミ産業の成長力強化 6,317万円

アルミのリサイクル（グリーン化）に向けた研究開発・人材育成

②新たな成長産業の創出 5,925万円
グリーン成長戦略分野に関連する研究開発の支援

・グリーン化に関する５件の技術開発を推進するとともに、
県内アルミ産業網のDX化による温室効果ガス排出抑制の取組みを実施

・県内の循環型アルミ産業網の強化に向け、
生産性と温室効果ガス排出量低減を両立させる技術の社会実装を進める

進捗状況

効果・今後の予定

・令和５年度新規採択件数：２件
（内訳 自動車・蓄電池関連１件、水素・燃料アンモニア関連１件）

・国のグリーン成長戦略において成長が期待される分野に関連する
県内企業の新製品開発・新事業創出を支援

進捗状況

効果・今後の予定

先進地視察（R5開催）

循環型アルミ産業網の構築



①「T-Messe2023富山県ものづくり総合見本市」の開催 9,400万円
富山の優れたものづくり技術や製品を国内外に発信するため、大規模な展示商談会を開催

３ 販路の開拓に関する事業環境の整備

立通

②高岡テクノドームの機能強化 24億800万円
基本計画に基づく建設工事を実施するとともに、運営を行う民間事業者の募集・選考等を実施

県内の伝統工芸事業者が行う新事業への取組みに対し、専門家の伴走により支援

条例 第12条

5

・令和５年10月26日（木）～28日（土）にかけて、富山産業展示館（テクノホール）
において、４年ぶりにリアル開催

・約290社・団体が出展、70社のバイヤーが参加した。引き続き、展示会等を通し
て本県の優れたものづくり技術や製品を国内外に発信していく。

進捗状況

効果・今後の予定

・別館の展示棟に係る建築工事の入札で、応札者が現れず入札中止
となったため、設計を含めて一度立ち止まり、対応を検討中

・県庁内での検討を踏まえ、高岡市をはじめ県西部６市、地元の経済界
の意見をお聞きしたうえで、方針を定める

進捗状況

効果・今後の予定

（1）企業の海外展開の促進や高岡テクノドームの機能強化

高岡テクノドーム別館(イメージ)

出展会場

企業商談会



３ 販路の開拓に関する事業環境の整備

地支

（2）伝統工芸の振興
①伝統工芸ミライ創造事業 970万円

伝統工芸事業者による新商品の実用化、販路開拓を支援

条例 第12条

6

・１年目の令和４年度は、伝統工芸の10事業者・グループが実践的研修、伴走
支援を受けながら新商品等の企画案を検討
・２年目の令和５年度は、５事業者・グループの新商品開発や販路開拓等を支援

３年目の令和６年度は、事業者が開発した新商品等のプロモーション支援を行う

進捗状況

効果・今後の予定

とやまの伝統的工芸品



４ 経営の安定及び経営基盤の強化
（1）事業継続と経済活動の回復

①中小企業制度融資資金
• 「ビヨンドコロナ応援資金」：融資枠 600億円

• 「設備投資促進資金（生産性革命推進枠）」：融資枠55億円

◆ 物価高騰や新型コロナの影響を受けた事業者の事業再建に向けた取組みや新たな事業展開を支援

地支

条例 第13条

7

②事業承継つなぐサポート事業 400万円
県内中小企業の技術や雇用などの経営資源を次世代に引き継ぐため、事業承継に向けた取組みを支援

・９月補正において「ビヨンドコロナ応援資金」の新規融資枠を500億円から600億円に
増額

・ビヨンドコロナ応援資金：R5融資実績1,751件、314億円（９月末現在）
・生産性革命推進枠：R5融資実績（利子補給対象）１件、1,380万円（９月末現在）

進捗状況

効果・今後の予定

・富山県事業承継・引継ぎ支援センターと連携しながら補助金の活用を促すとともに、
中小企業等に向けた事業承継セミナーを開催（補助金募集期間：令和５年５月18日～）
・交付決定件数：７件、1,137千円（10月末現在）

・小規模事業者の事業承継計画の策定や株価の算定等、事業承継に係る取り組みを
支援

進捗状況

効果・今後の予定

「ビヨンドコロナ応援資金」チラシ

補助金チラシ



・本検討会を通じて、各参加企業が自社の温室効果ガス排出量の計測や
削減計画の策定ができるようになることを目指す。

・８月 とやま脱炭素経営セミナーを開催 ７６名参加
・９月～とやま脱炭素経営検討会を開催 １０社参加

４ 経営の安定及び経営基盤の強化

（2）カーボンニュートラルの実現

①脱炭素化モデル中小企業育成事業 980万円
県内の中小企業を対象に、脱炭素経営に関するセミナーや検討会を開催し、脱炭素経営のモデル企業を育成

商企

条例 第13条

8

②脱炭素サプライチェーン構築事業 ２億1,000万円【６月補正】
電力を多く使用する特別高圧受電の県内企業の脱炭素サプライチェーン構築に資する取組みを支援

進捗状況

効果・今後の予定

・９月５日～ 申請受付開始（12月22日まで ※予定）
・９～10月 企業ヒアリング（補助金の活用提案等）

・各企業が取引先の中小企業を含む温室効果ガス排出量測定など、サ
プライチェーン全体での脱炭素化の推進

進捗状況

効果・今後の予定

商企

とやま脱炭素経営セミナー

補助金チラシ



５ 商業及びサービス業の振興、まちづくり等による地域の活性化

地支

条例 第14条

（1）県内消費需要の喚起
①生活支援・消費喚起プロジェクト支援補助金 ４億円【2月補正】

県民の暮らしを支え、地域経済の活性化を図るため、商工団体や商店街によるプレミアム商品券の発行などを支援し、消費を下支え

9

・募集：令和５年３月28日～令和５年７月31日
・申請件数：27件

エネルギー価格や物価高騰の影響を受ける県民の生活を支えるととも
に、地域経済の回復に向けて、消費喚起策の実施を支援

進捗状況

効果・今後の予定

プレミアム商品券

・全国旅行支援（第２弾） ～令和５年９月30日 ※7月1日～は団体旅行分のみ対象
・観光キャンペーン利用促進に向けたプロモーション
令和５年９月１日～３日 北海道観光物産展の開催等

・コロナ禍における観光需要の創出のため、全国旅行支援（宿泊・旅行商品の
割引およびおみやげポイントの付与）や戦略的なプロモーションを実施

進捗状況

効果・今後の予定

②全国観光需要促進事業 21億4,770万円【R4:11月補正、2月補正】
国の全国旅行支援を活用し、旅行商品の割引とクーポン券を付与する観光需要喚起策を実施（期間延長分）

キャンペーンロゴマーク



６ 産業の発展を担う人材の育成

（1）デジタル教育の推進
①富山県立大学DX教育研究センターの運営、「情報工学部」の開設準備 ３億8,871万円

産学官金の人材育成拠点となるDX教育研究センターを運営するとともに、新たに「情報工学部」の開設準備を進める

条例 第15条

10

②中小企業デジタル変革推進事業 2,958万円
企業のデジタル化段階に応じた講座の開催やT-Messeにおけるブース出展および科学ものづくり教室を実施

・ＤＸ教育研究センターに、企業や自治体の職員等が集まり勉強会等を行うコワーキ
ングスペースを設置するとともに、社会人向けセミナー等を開催
・県有識者会議の提言を踏まえ、データサイエンス等の専門教育を行う「情報工学
部」の令和６年４月開設に向けて準備中

・産業界等のニーズを踏まえた多様なＤＸ・デジタル人材育成に取組む

進捗状況

効果・今後の予定

情報工学部棟外観イメージ図

・自社課題の分析を通してDX戦略策定を支援する講座を開催(13名参加）
・実際にIoTが活用されている工場内を見学し、実地で学ぶ講座を開催(14名参加)

・講座の開催を通して県内企業のデジタル人材育成を支援
・今後、データを活用することにより自社課題の解決を図る講座を開催予定

進捗状況

効果・今後の予定

自社課題発掘講座



６ 産業の発展を担う人材の育成
条例 第15条

11

①とやまスタートアップ「T-Ｓtartup」創出事業 6,170万円
エコシステム形成に向けて、県内のスタートアップを集中的に支援するとともに、県内企業・団体によるネットワークの構築を通じ、機運醸成を図る。

（3）起業支援

・集中支援プログラムに参加する突き抜けた成長性のあるT-Startup企業６社を選定
・９月より選定企業６社に対しハンズオン支援を実施中

・昨年度集中支援プログラムを受けたT-Startup企業６社は、現在、上場準備を進めたり、
新たな資金調達を受けるなど、各社のステージに応じて事業を進捗
・企業の特性（IPO型、研究開発型、地域インパクト型）に応じ一層効果的な支援が必要

進捗状況

効果・今後の予定

T-Startupロゴ

①とやま人材リスキリング補助金 3,300万円【R4:11月補正】
県内企業が生産性向上のために行う従業員のリスキリングに対し、経費の一部を補助

・交付決定件数：42件、2,334千円（10月現在） ※補助金募集期間：令和５年１月27日～
・新聞、デジタル広告を活用したリスキリングの周知啓発を実施

・県内企業にリスキリングの認知は広がっている一方、具体的実施を促進するための取
組が必要

進捗状況

効果・今後の予定

（2）人材のスキルアップ

「とやまリスキリング補助金」チラシ



７ 雇用の機会の確保と雇用環境の整備等
条例 第16条
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・４月から今年度の申請受付開始
・９月に労働局と連携し、県内経済団体に補助制度の活用促進の周知を実施

・国と一体となって、県内企業の賃上げ機運の醸成を図る

進捗状況

効果・今後の予定

（1）生産性向上・賃上げに向けた支援

①富山県賃上げサポート補助金 600万円
賃上げ等に取り組む中小企業を支援するため、国の「業務改善助成金」に県の上乗せ補助を実施

②富山県キャリアアップ奨励金 5,100万円【５月補正】

国の「キャリアアップ助成金」と連動し、非正規雇用労働者の正規雇用化や処遇改善を促進

・５月30日から申請受付開始
・７月に県内約2,000社へ案内を郵送、労働局と連携し周知を実施

・非正規雇用労働者の正規雇用化や賃上げ等の処遇改善に取り組む企業を支援し、
労働者のスキルアップや生産性の向上、人材の確保・定着を図る

進捗状況

効果・今後の予定

「富山県賃上げサポート補助金」チラシ

「富山県キャリアアップ奨励金」チラシ



・９月１日～ 支援デスク開設
・10月25日 外国人材活用セミナーの実施（申込人数 156名 10月17日時点）

７ 雇用の機会の確保と雇用環境の整備等
条例 第16条

13

・10月から学生募集開始（令和７年３月大学等卒業生から適用）
＜対象の学生＞県外大学の理工系・薬学部生 → 県内外のすべての理工系・薬学部生
＜対象の奨学金＞富山県奨学資金

日本学生支援機構第一種奨学金

制度を利用できる学生数は約200人から700人と大幅に拡大

進捗状況

効果・今後の予定

（2）多様な人材確保
①奨学金返還助成制度の拡充 915万円
本県産業を担う人材の確保を支援するため、県内企業に就職する理工系・薬学部生に奨学金返還を助成する

②「外国人材活用支援デスク」開設 300万円

県内企業の特定技能外国人や高度外国人材等の受入れを後押しするため、総合的な支援窓口を設置

進捗状況

効果・今後の予定

→ 日本学生支援機構第二種奨学金を追加

学生募集チラシ

・セミナーや企業訪問を通じ、高度外国人材等の受入れに関する情報を発信
・マッチング支援により、企業の特定技能外国人や高度外国人材等の受入れを支援
（求人申込件数2件10月17日時点） 「外国人材活用支援デスク」スキーム図



７ 雇用の機会の確保と雇用環境の整備等
条例 第16条
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・8月に就職期の若者に選ばれる企業のメソッドを学ぶ企業トップセミナーを開催
（参加者約500名）。続いて9月に、「とやま女性活躍企業」26社を認定するとともに、
認定企業の取組事例の発表やワークショップを通じて女性活躍の取組みを共有す
る企業間交流会を開催（約90名参加）

・県内企業等に向け女性活躍の推進の重要性について引き続き周知・ＰＲが必要

進捗状況

効果・今後の予定

「とやま女性活躍企業」

（3）女性が活躍する環境づくり
①企業成長×女性活躍プロジェクト推進事業 790万円

企業経営者向けセミナーの開催、「とやま女性活躍企業」の認定数増加に向けた支援など

（4）働き方改革・仕事と子育ての両立
①男性の育児休業取得緊急促進事業 2,540万円

子どもを産み育てやすい環境づくりに向けて、男性の育児休業取得者とその事業主に対し、補助金を交付

・４月から今年度の補助申請受付
・７～８月にデジタル広告による補助金制度の周知を実施

・９月末で230件の申請
・男性育休取得率の向上（R④15.6%、R⑧目標80%）のため、引き続き支援が必要

進捗状況

効果・今後の予定

男性育休促進用チラシ



（2）防災・減災対策の推進
①小規模事業者事業継続力強化補助金 1,945万円

事業継続力強化計画の策定や計画に基づく設備導入に取り組む小規模事業者に対し、商工団体と連携して支援

条例 第５条の２、第16条の２

８ 小規模企業者への支援強化

（1）経営相談体制の強化
①課題解決・伴走支援型相談体制強化事業 1,000万円

商工会連合会及び商工会議所に対し、生産性向上や事業再構築等に取り組む事業者からの経営相談に対応する 「専門指導員」の配置を支援

「専門指導員」の配置を支援

15

・申請のあった県商工会連合会及び６商工会議所に、中小企業診断士、ＩＴコーディネーター等を
増員配置
・商工会、商工会議所の経営指導員による相談対応や巡回指導に加え、サポート体制を強化
・専門指導員の指導実績（９月末時点） 163件

補助金、ＩＴ、金融、事業承継、販路開拓などを支援

進捗状況

効果・今後の予定

・公募期間：令和５年５月29日～令和５年８月４日
・交付決定：８件

発電機、揚水ポンプ等の導入を支援

進捗状況

効果・今後の予定


